
2021年 6月 2日 
三井物産セキュアディレクション株式会社 

三井物産セキュアディレクション（MBSD）、国内初 Cloudflare WAF 向けマネー
ジドセキュリティサービスを提供開始 

～ MBSD セキュリティアナリストにより Cloudflare WAFの機能を最大限に発揮 ～ 

三井物産セキュアディレクション株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：神吉敏雄、
以下MBSD）は、コンテンツデリバリーネットワーク（以下、CDN）、セキュリティサービスを
提供するCloudflare社（本部：アメリカ合衆国カリフォルニア州サンフランシスコ CEO: Matthew 
Prince）と業務提携を行い、日本におけるマネージドサービスパートナーとして、同社の
「Cloudflare WAF（Web Application Firewall）」のマネージドセキュリティサービスを開始した
ことをお知らせします。これは日本国内において初めてのサービスとなります。 

現在、企業の CDN の利用は浸透しつつある一方、Web サイトを対象とした攻撃も増加の一途
をたどっており、CDN の利用においてもセキュリティの確保が急務となっております。そこで、
MBSDはその要件に応えることができる「Cloudflare WAFマネージドセキュリティサービス」を
提供することといたしました。お客様の様々な利用環境を考慮した上で真のインシデントを迅速
に把握し対応するサービスとなります。24時間 365日お客様の利用環境を監視し、継続的・安定
的にお客様が CDN を利用できるよう保護いたします。 

■本サービスの特長とメリット
① セキュリティアナリストによる安心感

MBSD-SOC のセキュリティアナリストが Cloudflare WAF を 24 時間 365日監視し、
不正アクセスやその疑いのある脅威・事象を分析してお客様へ報告します。 

② 誤検知の排除によりお客様運用負担の軽減
Cloudflare WAFが検知したアラートをそのまま報告するものではなく、お客様環境と
照らし合わせることや、アラートのパケットペイロードを解析し、実際の影響の有無を
判定したうえで、お客様にとって危険なインシデントのみを通知します。 

③ シグネチャーチューニングにより検知・防御の精度向上
セキュリティアナリストが長年培った実績と経験で Cloudflare WAF のシグネチャー
のチューニングを行うことで検知・防御の精度をより高め、Cloudflare WAF の機能を
最大限に発揮させます。

■サービス提供価格（税別）：
● 初期監視設定費用 20万円～
● 監視月額 15万円～



■サービス提供開始日：2021年６月 2日

■お問い合わせ先
三井物産セキュアディレクション株式会社 マネージドサービス事業部 セールスグループ

e-mail：soc-sales@mbsd.jp

弊社セキュリティアナリストによる CDN/WAF についてブログをご用意しています。 
第１回 マネージドルール編 
  https://www.mbsd.jp/research/20210329/cloudflare-waf-1/ 
第２回 ファイアウォールルール編 
  https://www.mbsd.jp/research/20210405/cloudflare-waf-2/ 
第３回 ツール編 
  https://www.mbsd.jp/research/20210412/cloudflare-waf-3/ 

■クラウドフレア様コメント
クラウドフレアは、MBSD 様による「Cloudflare WAF マネージドセキュリティサービス」のリ

リースを心より歓迎します。MBSD 様の「Cloudflare WAF マネージドセキュリティサービス」の
リリースにより、企業の皆様がより安心して CDN を利用することができることを期待しており
ます。今後もクラウドフレアは、MBSD 様をはじめとしたパートナーの皆様と共に、サイバーセ
キュリティに取り組み、お客様のビジネスの成功に貢献してまいります。

クラウドフレアジャパン株式会社
日本代表 青葉 雅和氏 

■Cloudflareについて
Cloudflare はより良いインターネットの構築を支援することをミッションとして掲げる、セ

キュリティ、パフォーマンス、信頼性向上の分野におけるリーディングカンパニーです。2500万
を超えるインターネットプロパティを支える世界最大級のネットワークを運用管理し、フォー
チュン 1000にランクインした企業のうちの約 17%が、少なくとも 1種類の Cloudflare製品を利
用しています。

Cloudflareについてはこちら： https://www.cloudflare.com/ja-jp/ 
Cloudflare WAF についてはこちら： https://www.cloudflare.com/ja-jp/waf/ 

■三井物産セキュアディレクション株式会社(MBSD)について
MBSDは、サイバーセキュリティの専門会社として、ペネトレーションテスト／TLPT／レッド

チーム、Webアプリケーション／ネットワーク脆弱性診断等の各種診断サービス、マルウェア解
析、統合ログ監視／Threat Huntingサービス等の高度なセキュリティ技術サービス、コンサルティ
ングサービス等を提供するなど、日本有数の高度セキュリティ技術人材が多数在籍する企業です。 

https://www.mbsd.jp/

mailto:soc-sales@mbsd.jp
https://www.mbsd.jp/
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